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＜連絡事項＞
・本日、掛け布団が洗濯から戻ってきています。患者様へ配布済みです。
・北病棟の冷蔵庫不具合により、冷凍ができない状態。クーリングの確保を目的として、昨日西病棟から冷凍ストッカーを借用しています。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　淳様～9/11（金）14：00～計画相談の書類にサインをもらうため、田澤様が来院予定。1階診察室で対応します。
　　　　　　　　弟様から連絡あり、9/26の退院を希望。初外来は10/6（火）10：00を予約した為、主治医へ確認していきます。予定通りであれば、9/21（月）14：00～担当者会議実施予定です。
＜要注目の患者様＞
・山田　晃大様～夜間の暑さを理由に寝付けないと訴えていますが、1：30に休まれ6：00起床。「何とか休めました」と話しています。日中に訴えはないですが、常に廊下歩行見られており他者交流はありません。
・坂本　福子様～夜間は2：00起床後より話しかけ多く、ロッカーの鍵紛失や財布を置きっ放しにするなど、私物の管理ができない状態。携帯電話所持や買い物等訴え多く説明にも納得せず、スタッフを変えて同じ訴えを繰り返しています。日中は、プログラムや日課への拒否が見られており、自己中心的な理由を並べ説明にも納得せず。買物予定日ではないが、日用品を購入したいと要求聞かれており、担当スタッフから買い物は予定日に行う事や日課への取り組みについて振り返りを実施しています。また、他科受診を希望し次々と「病院を調べて欲しいです」と訴え聞かれています。本人の訴えによる受診は現実的ではない事の説明には、都度納得する返答聞かれていますが、「じゃあ○○は？」と違う病院名を挙げ、行動・思考ともに落ち着きありません。
・上村　みわ様～今朝は体温36℃台で経過していましたが、昼には37.6℃へ上昇。クーリング施行していますが、「これをやるせいで熱が上がる」と拒否し、外してしまう様子見られています。再三説明し、クーリングと水分補給実施していますが、体温は変動ありません。引き続き、定期的に水分補給行い、脱水予防していきましょう。
・高田　マキ様～左下腿の腫脹・熱感は継続していますが、発熱はありません。服薬に対しての拒否もなく、今日は疼痛の訴えも聞かれません。プログラムにも自主的に参加されています。妄想発言は継続していますが、攻撃性や叫ぶ様子は見られません。
＜金Ｄｒ診察情報＞
・坂本　福子様～青山荘宿泊体験利用について「うまくいったと思っています。」と話される。床の清掃をしたとの事。宿泊の間が開いていたので緊張したと言う。10代の女の子が、1つ1つ注意してきて1日3回も言われてカチンときたとの事。「なんで、あんたに言われなきゃなんないのかって言ってしまいました。」と話され、少し反省されている。主治医より、カッときた時のアドバイスを受けている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・井上　和美様～毎日、アローゼンを服用されているので、臨時薬として処方するか、本人様と相談する。本人様は飲みたいと言われているが、以前出過ぎたと言って止めた事もあり、今までの様に継続指示薬で調整する事としている。
・小笠原　文人様～前回に続き、今回も中村豊様について話されている。電波を使って変な音を出していると言う。他にも色々話されているが、呂律不良で聞き取れず。
・角濱　義弘様～「外出は問題なくやりました。父も退院しました。」と話される。「眠くて眠くて、何もしていないと調子良くないんですよ。」とも話される。何もやりたくない時は休んでも良いかとの事。1Ｗに1回づつ外出をして、何回かやったら外泊して退院につなげたいと言う。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・下斗米　悟様～主治医より外出について、単独ではなくスタッフ付添いで行く様に説明受けると了解されている。昨日から鼻水が出て花粉症ではないかと訴えている。また、目薬も希望される。フェキソフェナジンは臨時薬で服用中の為、そのまま様子観察としている。臨時薬は同内容で7日分、点眼液1本処方となる。
